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＜連絡事項＞

· 中間サマリーを今月25日までに作成してください。その際、個人票を記入してカルテに閉じて下さい。今後も各サマリー毎に記載することになります。スタッフファイルに用紙を入れておきますので各自確認してください。

＜患者様連絡事項＞

・寺地　　利代子様～本人、今まで常食でしたが胃もたれするとの訴えあり、ご本人希望で本日夕方から軽食になります。

・櫛桁　武男様～12号室に入室中ですが、便器の蓋に頭をぶつけている自傷行為があり危険な為、

便器の蓋のない9号室に移室し経過観察となります。従って、村井八郎様は9

号室から12号室に移室となります。　

・和田　昌様～本日の診察で、夜間睡眠とれており症状安定している為、11時40分時間隔離か

らA一般となっています。喫煙回数も四回となっています。但し、9/6から炭酸

リチウムを減薬していますので、精神症状・自傷行為等の観察は引き続き行いま

しょう。喫煙も許可になっていますが病棟ル－ルに従って頂く様にしましょう。

・小笠原　政勝様～歩行不安定な事もあり安全確保の為、日中はCユニットで過ごして頂いても

良いという主治医からの許可を得ています。又、糖尿病の既往があるが治療

は中断。入院時検査の結果、尿糖2(+)　血糖値　115mg/dl　ヘモグロビン

A1c　7.7% だが、そのまま経過観察とするという事です。

· 阿部　文香様～初外泊に行かれています。外泊から帰院しましたら、家族の方から外泊での

　　情報をきちんと聞いてください。

＜OT報告＞

・長期欠席→砂葉良子様　　和田　昌様

· 曽我　正子様～今週から復帰。若干、表情の硬さあるが、落ち着いて出来ている。現在は色

　　　　　　　　　塗りを施行。他者への過度な干渉もなく、他者との交流はみられていまいす。

活動力、集中力を高めていけるように促していく。

· 山下　拓也様～今まで、作業への拒否はないが居るだけという事がみられており、少しやっ

て、みませんかの促しには、｢金を払ってるんだすけ｣と不機嫌に話される事

あります。今週からは、スタッフがマンツーマンでつき、コスモスの花作りを行って頂いており、1日一個作る目標でやる事出来ています。異常体験に左右される事なく、現実の場面に目を向ける時間を設け活動性を高めていく。

· 東海林　康之様～作業の拒否みられる事なく参加できています。自問自答の独語なく落ち着

いていますが、以前だと分からない事は聞く事が出来ていましたが、現在

は自ら来られないので教えると「わがってるから」と言われる。又、以前

出来ていた事が指示通りに出来ないでいる。

· 北山　幸博様～表情は硬く無口ではあるがロジックはやっている。変化は余りない様子。

· 山本　国太郎様～9/11からBグル－プでの参加となります。

＜隔離室入室患者様について＞

坂　貢様～本日から、午前10:00～10:30　午後15:00～15;30　の時間解放となります。見守りをし様子の記録を残しましょう。経過がよい場合は、時間を延長したり解放回数を多くしたりし、早急に隔離退室し一般で経過をみていく事が目標です。

但し、自分の要求が通らないと興奮する事が多いので、その都度、出来ない事は出来ない事と何故出来ないのかという理由をはっきりと伝えていく事が必要です。ご本人様に振り回されないようにしていきましょう。

櫛桁　武男様～8日間、排便が確認されていないため、グリセリン浣腸120ml施行しうずら大の

硬便4ケのみ排泄がある。触診するが便は触れない。排便の有無・腹部症状の観

察・水分補給をまめに行ないましょう。訴えられない為、精神症状にばかりとら

われず身体症状も観察しましょう。又、日中は転倒防止の為にもマットレスだけ

入れ、他の寝具は室外に置きましょう。

＜SST検討＞

· 和田　昌様～本日からA一般となった為、9/16　A1グル－プで導入。

· 大坪夏雄様～点滴療法9/9までの為、9/16　B1　グル－プで導入。

· 小笠原　政勝様～9/9日　B2グループで導入。

＜新入院患者様情報＞

・村井　八郎様　75歳　認知症(アルツハイマー型)　　医療保護入院　　安ケ平先生

　9/5近所の本堂から賽銭を盗み警察に通報されるが警察官に対して殴る行為がある。自宅で様子を見て外出はさせないように指導があるが、9/7外出しようとしたため家族が注意したところ易怒的・興奮見られ家族が保健所に相談。保健師・警察同伴で当院受診。2年位前から好褥・不眠・徘徊・弄便行為・他人への暴力行為があり家族対応困難及び、他人へ迷惑がかかることへの心配又、寺や地域住民から役場に苦情が寄せられていた為、入院治療を希望され東Aユニットに入院。家族としては、今後は施設入所を希望。介護保険申請を予定している。

入院前に他者への暴力行為があったという事から、他害行為や種々の問題行動の観察及び、薬物療法開始となった事からその副作用の有無など、精神症状・身体症状に留意し看護していきましょう。













